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知の循環型社会とは

• 持続可能な社会では、各個人が社会の構成員と
して、人間・社会・環境・経済の共生を目指し、生
産・消費や創造・活用のバランス感覚を持ちなが
ら、それぞれが社会で責任を果たし、社会全体の
活力を持続させようとする「循環型社会」への転
換が求められる。

• 各個人が、自らのニーズに基づき学習した成果
を社会に還元し、社会全体の持続的な教育力の
向上に貢献するといった「知の循環型社会」を構
築することは、持続可能な社会の基盤となり、そ
の構築にも貢献するものと考えられる。

（中央教育審議会（答申）新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方策につ
いて～知の循環型社会の構築を目指して～，2008）



これからのサイエンスコミュニケーション
科学理解増進

（欠如モデル）
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（小川義和：科学リテラシー涵養活動の目
標観点の検討～個人の自立と社会にお
ける協働を通じた価値創造を目指して～
日本科学教育学会第37回年会，2013）



知的生産のサイクル

自分の仕事 他人の仕事
つかう

2016.2.26 Japanese Council of Science Museums Motoko SHONAKA-
HARADA, Yoshikazu OGAWA National Museum of Nature and Science, Tokyo 4

自分の仕事

つかう

他人の仕事他人の仕事



オープンデータとは

IT用語辞典 e-Wordsより http://e-words.jp/w/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%B3%E5%8C%96.html Accessed 2016/1/1

中身を公開して、みんなで使うことができるようにする動き。
IT社会では、データを公開してみんなが使えるようになったら
できることも増えてくるのではないか。・・・オープンデータへ



オープンデータ化が想定されるデータの種類

• 機械判読可能

• 二次利用可能

• 具体的には

– 政府統計資料

– 学術論文

– 科学資料のさまざまなファクトデータ

– 文化財のさまざまな種類のデータ（画像、音声、
テキスト・・・）



ヨーロッパのオープンデータ
Europeanaを中心に

古山俊介 国立国会図書館Current Awareness Portal
http://current.ndl.go.jp/ca1785 より表を引用

「Europeana はGoogle Booksプロ

ジェクトに対する欧州の危機感、特に
フランスの危機感から生まれた」

右表は2012年当時の各国提供予定
資料数。

欧州の本気の資源投入のある文化
戦略といえる。

（「」内 時実象一 国立国会図書館Current Awareness Portal 
http://current.ndl.go.jp/ca1863 より引用）



ヨーロッパのオープンデータ
Europeanaを中心に

•静止画
•動画
•音声
•テキスト
•Facebook、Twitter、Google＋
上（2016年1月現在）で個人が

＜キュレーション＞することも実
質的に可能

http://www.europeana.eu/portal/
Accessed 2016/1/1



https://support.google.com/culturalinstitute/partners/answer/4395223?hl=ja

• Google Cultural Instituteは世界の博物館・美術館・ギャラリー・

アーカイブと提携し、コレクションや館内をインターネット上で見
て回れる。

• Googleは、各文化施設に公開プラットフォームを提供する代わ
りに，データの提供を呼びかけている。

Googleのオープンデータ活用



日本のオープンデータ政策

• 文化庁（文化庁「文化資料関係のアーカイブに関する有識者会議中間とりまとめ」）

– 博物館等の協力で文化遺産オンラインをEuropeana様の「文化
ナショナルアーカイブ」とする

– 教育・研究、観光、オリンピック・パラリンピックに活用

– 様々な 分野のアーカイブを連携して横断的な検索が可能

• オープンサイエンス（喜連川 優、http://www.nistep.go.jp/activities/sti‐horizon%E8%AA%8C/vol‐01no‐01/24312‐2）

– 「1．R&D やイノベーションの加速、2．冗長性の排除、3．研究者保
護」

– 「データの解釈、変換を司るプログラムの関係性などを勘案」し、
「“研究の何をどこまでオープンにすると再現可能になるのか”と
いった、より本質的な議論」が必要



政策：オープン化と共有

科博 各博物館 社会

自然史標本

学習プログラム
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科学リテラシー涵養
のための枠組み

学習プログラム情報の枠組みとデータベース
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学習プログラム情報と
メタデータ

Cited from: Yoshikazu Ogawa, Development of an Educational Program Framework 
for Science Museum to Foster Public Science Literacy (PCST 2010)

科学リテラ
シーの目標／

世代

幼児～
小学

低学年
期

小学
高学年～
中学期

高等・
高等

教育期

子育て
期・壮年

期

熟年期・
高齢期

感じる ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

知る ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

考える ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

行動する ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・



データベース
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新たな博物館の課題と利用法

社会の
課題

・社会変革
・課題解決
・価値創造

共有価値（SV）
の創出

①

②

③
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PCALi “科学リテラシーパスポートβ”システム
小川義和 (JMMA 2013)

社会的影響
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利用者，学芸員及び博物館に対する
権利関係のガイドラインの整備
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• 利用者の個人情報保護等に関する課題
PCALi（ピ☆カ☆リ）利用規約・利用同意書・学芸員の秘密保持

契約書を作成。

• 学習資源の著作権（学芸員、博物館等）



博物館職員向けカリキュラムの提案

• 博物館での展示・仕事の成果物の
法律や社会情勢に見合ったつくり方、
つかい方のルール俯瞰

• 博物館のもつ資源のよりよい利活用

2016.2.26 Japanese Council of Science Museums Motoko SHONAKA-HARADA, 
Yoshikazu OGAWA National Museum of Nature and Science, Tokyo 17



カリキュラム受講方法

http://pcali‐
blog.ciao.jp/curriculum/

にアクセス

受講したいコンテンツ
をクリック・視聴

アンケートに回答

2016.2.26 Japanese Council of Science Museums Motoko SHONAKA-HARADA, 
Yoshikazu OGAWA National Museum of Nature and Science, Tokyo 18

インターネットで
無料受講！



カリキュラム概要

• 権利処理の基本

– 著作権、肖像権、個人情報、慣習、位置情報

• デジタルアーカイブ

– メタデータ、シソーラス

– 長期保存

• オープンデータ

• 権利処理作業の実習

・・・など
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著作権とは

著作者は、著作物を他者が使用するときに、
著作権使用料を請求することができる。

仕事で作った著作物の場合
通常は勤め先が主張できる権利。

他者が勝手に著作物を使った場合、
刑事罰・民事賠償の対象になることがある。

2016.2.26 Japanese Council of Science Museums Motoko SHONAKA-HARADA, 
Yoshikazu OGAWA National Museum of Nature and Science, Tokyo 20



契約書作成ツール

http://chosakuken.bunka.go.jp/chosakuken/c-system/index.asp Accessed 2016/2/17



カリキュラムを通して目指すもの

博物館資源の

正しく効果的な利活用

博物館職員の

デジタル時代のミュージアムリテラシー向上

拡大再生産できる

持続可能な博物館（知のプラットホーム）へ
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博物館における業務と
本カリキュラムの関係

2016.2.26 Japanese Council of Science Museums Motoko SHONAKA-HARADA, 
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博物館オープンデータの未来

展示物：イヌ（ハチ）

ハチ公とは

ウィキペディア、
上野教授と再会の銅像、
科博のハチ公ワークショップ
・・・・・・

秋田犬の歴史 Canis familiaris

大館市観光協会、
秋田犬図鑑、

秋田犬を題材にし
た絵画、
・・・・・・

GBIF、S-Net、
スミソニアンデータベース、
科学論文データベース
・・・・・・

これらの情報を表示するだけでなく、有益な処理をする機能を搭載したソフトウェアの開発
2016.2.26 Japanese Council of Science Museums Motoko SHONAKA-HARADA, 

Yoshikazu OGAWA National Museum of Nature and Science, Tokyo 24



博物館資源情報のオープン化への課題

• 権利処理～フェアユース規定のない日本

• 大規模な横断検索が可能な仕組み作り

• 国際的な規格準拠（クリエイティブ・コモンズ）

– 国際的な規格が日本の実情にそぐわない場合は、積極的に国際
的な交渉の場に出る意識も必要

• 日本国内での協力者を見つける

– 図書館（国立国会図書館等）

– 情報学関係者（国立情報学研究所等）

– 民間（SNS運営者、各種コモンズ関係者，観光、小売り、宿泊．.）
– 法律関係者

• 科学を培えるオープンサイエンスの仕組み作り

• 運営の持続可能な資源の確保



カリキュラムの企画に、多大なるご指導とご協力をいただいた常磐大学坂井知志教
授、細矢剛菌類・藻類研究グループ長に感謝の意を表します。

本研究は、JSPS科研費「知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システム
の構築に関する基礎的研究」課題番号24220013の助成を受けて行ったものである。

本発表は、「庄中雅子・小川義和「博物館事業における情報を正しく発信・活用する
ための提案～著作権等の権利に関する博物館職員研修のあり方～」平成27年度全
国科学博物館協議会研究発表大会，2016」に新たな知見を加えて構成している。
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